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あいみこどもクリニック かんだ整形外科リウマチ科

桐渕眼科 小森内科クリニック

小児科
額田郡幸田町大字相見字阿原6
TEL：0564-63-3300

愛知県額田郡幸田町にある小児科
クリニックです。2018年8月に開
業し、地域のかかりつけ医として、
子どもたちの健康と成長を支える
診療を行っています。一般診療や
予防接種、乳幼児健診に対応し、必
要に応じて藤田医科大学岡崎医療
センターと連携しながら、安心で
質の高い地域小児医療の提供に
努めています。

整形外科・リウマチ科・
リハビリテーション科
蒲郡市一色町西山4-1
TEL：0533-58-1020

蒲郡市で、地域の皆さまに身近に
感じていただける整形外科クリ
ニックを運営しています。関節リウ
マチ・骨粗しょう症の専門治療をは
じめ、肩・腰・膝などの痛みやス
ポーツによるケガ、運動器リハビリ
テーションまで幅広く対応してい
ます。また、訪問看護ステーション・
訪問リハビリを有しており、在宅医
療・介護サービスも提供していま
す。藤田医科大学岡崎医療セン
ターとの連携を大切にしながら、
安心して相談できる地域医療を心
がけています。

眼科
岡崎市唐沢町1-30
TEL：0564-22-1291

当院は現院長で五代目となる、岡
崎では老舗の眼科医院です。名鉄
東岡崎駅から徒歩10分以内のと
ころにあり、桜城橋を渡ってすぐで
すので、アクセスは抜群です。
眼科一般診療及び火曜昼に日帰り
白内障手術も行っております。「気
軽にかかれるまちの目医者さん」
をモットーにフレンドリーなスタッ
フと共に敷居の低い医院を目指し
ておりますので、何卒よろしくお願
い申し上げます。

内科・消化器内科
岡崎市竜美台1-3-20
TEL：0564-55-1514

https://aimi-kids.jp/

休診日：木曜日午後、土曜日午後、日祝

公式HP

https://kanda-seikei.com/index.html

公式HP

https://www.kiribuchi.com

公式HP

https://komori-naika.net/

公式HP

イオンモールの東、竜美丘小学校
の南東にある当院は、平成4年の
開業以来、地域のかかりつけ医と
して生活習慣病をはじめとした各
種疾患に対応しております。
令和4年からは消化器内視鏡専門
医が3名に増え、鎮静剤を使用した
胃・大腸内視鏡検査体制も強化い
たしました。
藤田医科大学岡崎医療センターを
はじめとした近隣病院との連携の
もと、患者さんに適切な医療をス
ムーズにご提供いたします。
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当院は地域の中核病院として、地域の医療機関と連携を図っています。
日常の体調の変化など、お気軽にご相談ください。
順次医療機関をご紹介させていただきます。

△…火曜日午後 16：00～18：00
休診日：水曜日午後、土曜日午後、日祝

休診日：木曜日午後、土曜日午後、日祝

皆様のご意見を
お寄せください

ご自由にお持ちください
TAKE FREE
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患者さんと医療と地域を連結するローカルコミュニティ誌
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2025年度 大規模災害訓練の様子



大地震や大型台風などの大災害が起きたとき、傷ついた命を救う
ための「最後の砦」となるのが『災害拠点病院』です。
一般的な病院とは違い、地域の医療活動の中心となる特別な役割
や設備を持っています。

災害で道路が通行止めになったとき、大活躍するのがヘリコプターで
す。当院の隣にある「駅南中央公園」は、災害時にドクターヘリなどが
着陸する臨時のヘリポートになります。道路が麻痺しても、空を使って
遠くの病院へ患者さんを緊急搬送したり、救援物資を受け取ったりする
ことができます。
※藤田医科大学病院は、2024年2月に愛知県2機目のドクターヘリを配備し、運航しています
※ヘリが発着する際は、危険ですので公園への立ち入り制限にご協力をお願いいたします

小栗旬さんが出演された映画の緊迫したシーンや、数々の災害ドラマ
でも描かれ、今や誰もが耳にしたことのある医療の最前線̶ 「̶フロン
トライン」。
まさにその過酷なフロントラインへ、命を救うために国からの要請で
いち早く突入していくのが、災害派遣医療チーム「DMAT」です。
高度な専門知識と訓練を積んだ医師や看護師たちで構成され、大災
害発生時には、特別な医療機器を携えて被災地へ直行します。

災害拠点病院の建物は、激しい揺れ
に耐える頑丈な構造（耐震・免震）で
す。さらに、街全体が停電や断水に
なっても病院単独で数日間稼働し続
けられる「巨大な自家発電機」や「専
用の貯水タンク」を完備。どんな極
限状態でも、24時間体制で命を救
う準備が整っています。

災害拠点病院は、「命の危険がある重症患者さん」を最優先で治療する場所です。 災害時に軽症（かすり傷や軽い
体調不良など）の方が一斉に押し寄せてしまうと、救えるはずの命が救えなくなってしまいます。もしもの時は、
まずお近くの「避難所」や「救護所」に相談し、パニックを防ぐための適切な受診にご協力をお願いいたします。

電気・水が止まっても動く災害に強い建物

現場へ直行する医療の精鋭チーム

当院の隣にある駅南中央公園からつながる命のルート
＼実はあの公園がヘリポートに！／ 
陸路が使えなくても、命をつなぐ航空ルートでの救命

＼電気・水が止まっても大丈夫！／ 街のインフラが麻痺しても、医療を止めない仕組み

映画のモチーフにも！ 
医療現場へ直行する精鋭部隊「DMAT」

地域の消防や行政などと連携し、巨大
地震を想定した訓練を行っています。隣
の駅南中央公園を使ったヘリコプターの
離着陸や、模擬患者さんを一斉に受け
入れて診察する「トリアージ※」など、一
分一秒を争う現場を想定して日頃から万
全の準備を整えています。
※トリアージとは：大勢の患者さんが同時に押し寄せた際、
より重症な方を優先して治療するため、患者さんの緊急度を
瞬時に判断する仕組みです。 

本番さながらの大規模訓練

住民のみなさまへのお願い

災害拠点病院って

□ 水（１人１日３Lを目安）
□ 鍋や水筒、携帯食器類
□ 乾パン、缶詰、レトルト食品
□ 粉ミルク・液体ミルク/
　 哺乳瓶（赤ちゃんがいる場合）

□ ヘルメット
□ 底の厚い靴
□ 軍手
□ 防塵マスク
□ 携帯ラジオ
□ 筆記用具
□ モバイルバッテリー
□ 現金

□ 印鑑
□ 預金通帳や有価証券などの
　 権利証明書
□ マイナンバーカード
□ 連絡カードや身分を証明するもの
□ 家族写真
□ 小さなお気に入り
　（子ども向け）

□ 常備薬
□ お薬手帳
□ かかりつけ医メモ
□ マスク
□ 手指消毒用アルコール
□ 石鹸
□ 体温計
□ ウェットティッシュ

□ 卓上コンロ
□ 使い捨てカイロ
□ 予備の電池
□ マッチ、ライター
□ 懐中電灯

□ 大きなごみ袋
□ 歯磨きセット、洗面用具
□ 携帯トイレ
□ 生理用品
□ ティッシュ

□ 眼鏡
□ 衣類、下着
□ 雨具
□ 寝袋
□ タオル、毛布

生活・日常を支えるもの

安心・安全に繋がるもの

自分専用リスト

体調を守るもの
ポイント：“食べ慣れたもの”を1～2品入れておくと、ストレス軽減に役立ちます。

（持病がある方など必需品）

□ 
□ 

□ 
□ 

□ 
□ 

防災備蓄チェックリスト ～もしもの時も、あなたの健康を守るために～

備蓄品は最低3日分、できれば7日分を備蓄しましょう。

“もしも“もしも””のの時時、、命を守る当院の備え♥♥

出典：岡崎市防災ガイドブック

屋上給水設備 地下免震

藤田医科大学病院が運航しているドクターヘリ

令和 6 年能登半島地震時

ディーマット

訓練の様子① 訓練の様子②

藤田医科大学
マスコットキャラクター

Dr. イチリ


